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震
災
後
の
福
島
県
で
刊
行
さ
れ
た
文
芸
同
人
誌
調
査
の
中
途
報
告

加
島　

正
浩

　

私
は
「
東
日
本
大
震
災
以
後
の
現
代
文
学
」
を
テ
ー
マ
に
博
士
論
文
を
準
備
中
の

身
な
の
だ
が
、
準
備
の
一
環
で
福
島
県
の
文
芸
同
人
誌
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ

し
て
末
尾
の
表
の
通
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
二
十
八
種
類
の
同
人
誌
の
発
刊
を
確
認
し

て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
調
査
の
成
果
は
一
度
研
究
発
表
で
報
告
し
た
が
、（「
被
災
を
書
く
と

い
う
こ
と
―
東
日
本
大
震
災
以
後
の
福
島
県
の
文
芸
同
人
誌
活
動
概
説
」立
教
大
学
・

名
古
屋
大
学
合
同
研
究
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
十
四
日
、
於
立
教
大
学
）
具
体
的
な

内
容
は
短
期
間
の
調
査
を
複
数
回
行
っ
た
後
、
複
数
の
論
文
に
わ
け
て
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
簡
単
に
調
査
の
途
中
経
過
を
報
告
し
た
い
。

　

福
島
県
は
阿
武
隈
高
地
と
奥
羽
山
脈
に
よ
っ
て
三
区
域
に
区
分
け
さ
れ
て
お
り
、

東
か
ら
浜
通
り
、
中
通
り
、
会
津
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
三
区
分
に
基
づ
き
、
文
芸
同

人
誌
の
発
行
地
域
を
末
尾
の
表
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
表
記
は
発
行
所
、

発
行
人
の
居
住
区
域
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
執
筆
者
全
員
が
記
載
地
域
に
居
住
し

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

特
に
『
桔
槹
』、『
は
ら
ら
ご
』、『
青
環
』
の
よ
う
に
歴
史
あ
る
大
規
模
な
結
社
は

同
人
・
会
員
と
も
に
福
島
県
外
か
ら
の
参
加
も
多
い
。
俳
誌
『
桔
槹
』
の
歴
史
は
古

く
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
に
一
九
二
六
年
五
月
（
五
巻
五
号
）
の
所
蔵
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
現
在
ま
で
月
刊
で
刊
行
は
続
い
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
四
月

号
ま
で
発
刊
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
俳
誌
『
は
ら
ら
ご
』
は
一
九
九
二
年
八
月
に

創
刊
さ
れ
た
季
刊
誌
で
、
七
六
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）
か
ら
八
二
号
（
二
〇
一
二

年
十
二
月
） 

ま
で
東
日
本
大
震
災
特
集
を
組
ん
で
い
た
が
、
代
表
八
牧
美
喜
子
氏
の

死
去
に
よ
り
九
五
号（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）に
て
終
刊
し
て
い
る
。
ま
た
歌
誌『
青

環
』
は
一
九
五
四
年
八
月
に
創
刊
さ
れ
た
季
刊
誌
で
、
確
認
で
き
て
い
る
最
新
号
は

第
六
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
）
で
あ
る
。

　

た
だ
し
刊
行
さ
れ
て
い
る
文
芸
同
人
誌
は
上
記
の
結
社
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
。た
と
え
ば
毎
号
十
頁
程
度
で
は
あ
る
が
刊
行
を
続
け
て
い
る『
関

の
森
文
庫
』（『
関
の
森
』
か
ら
改
題
）
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
書
き
手
も
多
様
で
あ
り
、

福
島
大
学
名
誉
教
授
の
木
村
幸
雄
氏
が
主
宰
し
、
彼
の
教
え
子
を
中
心
に
木
村
氏
が

亡
く
な
っ
た
後
も
刊
行
を
続
け
て
い
る
『
駱
駝
の
瘤 : 

通
信
』
や
、
現
役
の
大
学
院

生
が
多
数
参
加
す
る
『
雛コ
ク
リ
コ

罌
粟
』
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

執
筆
者
を
多
数
持
つ
同
人
誌
も
あ
る
が
、『
熱
気
球
』
の
よ
う
に
ラ
ー
メ
ン
店
を
営

む
店
主
が
参
加
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

そ
し
て
多
く
の
文
芸
同
人
誌
は
同
人
や
知
り
合
い
に
配
布
し
、
図
書
館
や
文
学
館

へ
寄
贈
す
る
こ
と
で
配
本
が
終
わ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
が
、『
福
島

自
由
人
』の
よ
う
に
民
報
印
刷
の
書
籍
販
売
サ
イ
ト「
ジ
ュ
ン
コ
堂
書
店
」（https://

w
w

w.p-m
inpo.co.jp/junkodo/

）
で
購
入
で
き
る
も
の
や
、
ヤ
マ
ニ
書
房
・
鹿
島

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
刊
行
元
近
く
の
本
屋
に
卸
し
、
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
『
風
舎
』
な
ど
現
物
を
手
に
入
れ
や
す
い
も
の
も
あ
り
、
流
通
の
あ
り
方
も

多
様
で
あ
る
。

　

同
人
誌
の
刊
行
点
数
も
多
く
、
内
容
・
書
き
手
・
流
通
・
刊
行
の
目
的
な
ど
様
々

な
点
で
多
様
で
あ
る
文
芸
同
人
誌
の
調
査
内
容
を
未
だ
丁
寧
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
て
お
ら
ず
、
今
後
ひ
と
つ
ひ
と
つ
行
う
が
、
ま
ず
は
福
島
第
一
原
発
に
近
い
浜
通

り
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
か
ら
手
を
つ
け
て
い
き
た
い
。
特
に
原
発
事
故
後
も
多
く
の

会
員
が
南
相
馬
市
に
居
住
す
る
『
あ
ん
だ
ん
て
』
や
、
多
く
の
会
員
が
い
わ
き
市
に

住
む
俳
誌
『
浜
通
り
』、
同
じ
く
い
わ
き
市
に
在
住
す
る
高
木
佳
子
氏
が
発
行
す
る

個
人
誌
『
壜
』
な
ど
は
原
発
事
故
と
事
故
後
の
生
活
に
触
れ
つ
づ
け
て
お
り
、
整
理

　

原
爆
文
学
研
究
会
報　

－
第
五
八
号

－
原
爆
文
学
研
究
会
二
〇
一
九
年
六
月



2

し
報
告
す
る
必
要
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

他
に
も
本
報
告
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、い
わ
き
番
傘
川
柳
会
が
刊
行
す
る
『
家
』

な
ど
、
数
冊
存
在
し
て
い
る
川
柳
に
つ
い
て
の
雑
誌
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、
他
県

で
刊
行
さ
れ
て
い
る
文
芸
同
人
誌
で
福
島
県
在
住
の
書
き
手
が
参
加
し
て
い
る
も
の

を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
か
な
ど
、
上
述
し
た
以
外
に
も
報
告
す
べ
き
観
点
が
存
在

す
る
。
丁
寧
に
整
理
し
つ
つ
、
少
し
急
ぎ
な
が
ら
、
今
後
報
告
し
て
参
り
た
い
。

誌
名

発
行
所
／
発
行
人

発
行
地
域

詩

現
代
詩
研
究

現
代
詩
研
究
会

中
通
り

卓

卓
同
人

中
通
り

の

「
の
」
同
人
会

中
通
り

山
毛
欅

山
毛
欅
の
会

会
津

北
方

北
方
詩
の
会

会
津

a's

佐
藤
洋
子

浜
通
り
→
仙
台

ウ
ル
ト
ラ

ウ
ル
ト
ラ
の
会

中
通
り

熱
気
球

詩
の
会
こ
お
り
や
ま

中
通
り

か
た
く
り

か
た
く
り
発
行
所

中
通
り

雛
罌
粟

齋
藤
貢

浜
通
り

関
の
森
→
関
の
森
文
庫

室
井
大
和

中
通
り

ク
レ
マ
チ
ス
詩
集

ク
レ
マ
チ
ス
の
会

中
通
り

俳
句

桔
槹

桔
槹
吟
社

中
通
り

浜
通
り

浜
通
り
俳
句
協
会

浜
通
り

は
ら
ら
ご

は
ら
ら
ご
発
行
所

中
通
り

會
津

會
津
吟
社

会
津

短
歌

青
環

青
環
短
歌
会

中
通
り

水
芭
蕉

蓬
莱
短
歌
会

中
通
り

じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
の
会

弦
短
歌
会
福
島
県
支
部

中
通
り

き
び
た
き

き
び
た
き
短
歌
会

中
通
り

あ
ん
だ
ん
て

南
相
馬
短
歌
会
あ
ん
だ
ん
で

浜
通
り

翔

翔
の
会

中
通
り

壜

高
木
佳
子

浜
通
り

総
合
誌

駱
駝
の
瘤
：
通
信

ゆ
き
の
し
た
文
庫
→
駱
駝
舎

中
通
り

あ
ぶ
く
ま
文
学

日
本
民
主
主
義
文
学
会
福
島
支
部

福
島
自
由
人

北
斗
の
会

中
通
り

う
え
い
ぶ

い
わ
き
地
域
学
會

浜
通
り

風
舎

文
芸
風
舎

浜
通
り

　

第
五
八
回　

原
爆
文
学
研
究
会
報
告

　

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
（
日
）、
広
島
大

学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
千
田
校
舎
に
て
、
第

五
八
回
原
爆
文
学
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン
さ

ん
、
東
村
岳
史
さ
ん
に
よ
る
研
究
発
表
と
い
う

内
容
で
し
た
。
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン
さ
ん
の
発

表
「
放
射
能
汚
染
、
反
核
運
動
、
被
爆
者
―
―

21
世
紀
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ

ダ 

ニ
ル
カ
ー
ン
ト 

フ
ア
』
を
巡
っ
て
」
で
は
、

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ 

ニ
ル

カ
ー
ン
ト 

フ
ア
』
の
内
容
を
丁
寧
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
そ
の
内
容
が
「
原
爆
」
の
問
題
と
ど

の
よ
う
に
接
続
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
原

爆
」
と
の
類
縁
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
他
の

問
題
と
接
続
す
る
回
路
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
東
村
さ
ん
の
発
表
「
戦
後
佐
世
保
に
お
け
る
核
の
「
軍
事
利
用
」
と
「
平
和

利
用
」―
―
原
子
力
船「
む
つ
」の
受
け
入
れ
騒
動
を
中
心
に
」は
、長
崎
で
核
の「
平

和
利
用
」
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
佐
世
保
港
へ
の
受
け
入
れ

を
め
ぐ
る
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
、
受
け
入
れ
を
可
能
に
し
た
過
程
を
丁
寧
に
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
迷
惑
施
設
の
受
け
入
れ
に
よ
る
地
域
振
興
の
問
題
な
ど
福

島
原
発
以
後
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
観
点
に
つ
い
て
や
、「
む
つ
」
の
母
港
で
あ

る
青
森
と
原
子
力
の
関
係
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
末
と
い
う
時
期
で
も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
や
や
参
加
者
が
少
な
い
印
象
で
し

た
が
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
て
、
原
文
研
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
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で
は
、
本
研
究
会
の
会
員
で
、
二
月
二
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
加
納
実
紀
代
さ
ん
に

献
杯
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
研
究
発
表

 

放
射
能
汚
染
、
反
核
運
動
、
被
爆
者

―
―
21
世
紀
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ 

ニ
ル
カ
ー

ン
ト 

フ
ア
』
を
巡
っ
て

モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン

　

こ
の
研
究
は
、
核
に
関
わ
る
世
界
の
文
学
を
調

査
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
扱
い
方
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
直
接

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て
で

は
な
く
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
核
実
験
場
、
原
子
力
発

電
所
な
ど
核
に
関
わ
る
場
所
に
ま
つ
わ
る
海
外
の

文
学
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
が
回
想
さ
れ
る
描

写
を
検
討
す
る
。
今
回
は
、
イ
ン
ド
の
ウ
ラ
ン
採

鉱
と
そ
の
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
害
を
中
心
に
書
か
れ
た
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
て

考
察
を
試
み
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
に
イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
長
編
小

説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ 

ニ
ル
カ
ー
ン
ト 

フ
ア
』（
マ
フ
ア
・
マ
ジ
ー
著
）
に
お
い
て
は
、

東
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
の
ジ
ャ
ド
ゥ
ゴ
ダ
と
い
う
地
方
に
あ
る
ウ
ラ
ン
鉱

山
の
地
域
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
東
イ
ン
ド
の
先
住
民
族
（
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
ー
）

に
よ
る
運
動
や
反
核
運
動
な
ど
は
、
本
作
品
の
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
他
方

作
者
は
、
ウ
ラ
ン
被
曝
者
の
無
知
に
つ
い
て
語
り
、
採
鉱
に
関
わ
っ
て
い
る
会
社
や

政
府
の
無
責
任
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
イ
ン
ド
の
ウ
ラ
ン
採
鉱
の
歴
史
、
放
射
性
物

質
に
よ
る
被
害
な
ど
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
原
爆
を
は
じ

め
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
や
原
子
力
発
電
所
な
ど
に
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
と
ウ
ラ
ン
鉱
山
、

原
子
力
発
電
所
事
故
の
被
曝
者
は
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
作
者
は
イ
ン
ド
の
一
地

方
の
人
々
の
被
曝
の
苦
し
み
に
光
を
当
て
、
そ
れ
を
小
説
の
形
で
世
の
中
に
紹
介
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
文
書
や
科
学
論
文
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
し

ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
被
曝
者
の
苦
し
み
を
多
く
の
読
者
に
伝
え
、
そ
れ
を
歴
史
的

な
文
脈
の
中
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
う
ま
く
結
び
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

言
え
よ
う
。
イ
ン
ド
の
一
地
方
の
問
題
を
そ
こ
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
国
際
的
・
歴
史

的
な
視
野
の
中
で
と
ら
え
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
き
出
し
た
こ
と
が
、
こ
の
作
品
の

価
値
を
い
っ
そ
う
高
い
も
の
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

◇
研
究
発
表

 

戦
後
佐
世
保
に
お
け
る
核
の
「
軍
事
利
用
」
と

　
「
平
和
利
用
」

　
　
　

―
―
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
受
け
入
れ
騒
動
を
中
心
に

東
村　

岳
史

　

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
核
の
「
軍
事
利
用
」

と
「
平
和
利
用
」
の
関
係
を
問
う
研
究
は
一
時
期

一
気
に
活
性
化
し
た
。
そ
の
中
で
、被
爆
地
と「
平

和
利
用
」
の
関
係
を
皮
肉
な
形
で
示
す
も
の
と
し

て
注
目
を
集
め
た
の
が
、
一
九
五
五
年
に
広
島
で

開
催
さ
れ
た
「
平
和
利
用
博
覧
会
」
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
広
島
で
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
一
方
で
、

長
崎
で
は
同
時
期
同
種
の
催
し
物
は
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、長
崎
と
「
平
和
利
用
」
の
関
係
は
広
島
ほ
ど
に
は
注
目
を
浴
び
な
か
っ

た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、長
崎
が
「
平
和
利
用
」
論
争
と
無
縁
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、ま
っ
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た
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
長
崎
で
核
の
「
平
和
利
用
」
論
争
が
も
っ
と
も
激
し
く

戦
わ
さ
れ
た
の
は
、
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
佐
世
保
港
へ
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
る

一
九
七
〇
年
代
中
盤
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
博
覧
会
は
短
期
的
・
一
時
的
な
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
が
（
広
島
の
記
念
館
で
の
展
示
は
長
期
に
渡
っ
た
が
）、
長
崎
の
方
が
よ

り
具
体
的
・
長
期
的
な
影
響
を
被
っ
た
と
い
え
る
。

　

本
報
告
で
は
、「
む
つ
」
の
受
け
入
れ
に
先
立
ち
戦
後
佐
世
保
に
原
子
力
潜
水
艦

や
原
子
力
空
母
が
入
港
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
遡
及
し
、
そ
の
際
核
の
「
軍
事

利
用
」
と
「
平
和
利
用
」
の
境
界
線
が
ど
の
よ
う
に
引
き
直
さ
れ
、
ま
た
受
け
入
れ

の
正
当
性
が
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
た
。
国
策
に
従
っ
た
原

潜
や
原
子
力
空
母
の
受
け
入
れ
と
は
異
な
り
、
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
場
合
は
「
迷

惑
施
設
」
の
受
け
入
れ
と
そ
の
「
見
返
り
」
と
い
う
政
治
取
り
引
き
の
側
面
が
前
景

化
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
核
の
「
軍
事
利
用
」「
平
和
利
用
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
加
え
、

地
域
振
興
や
地
方
自
治
の
問
題
が
密
接
に
絡
ん
で
く
る
。
そ
し
て
「
被
爆
県
」
長
崎

と
い
う
地
域
柄
、
反
対
す
る
陣
営
に
は
被
爆
者
に
加
え
て
非
被
爆
者
も
参
画
す
る
一

方
、
賛
成
側
は
経
済
界
を
中
心
と
し
た
非
被
爆
者
が
受
け
入
れ
を
推
進
、
両
者
は
対

立
し
た
。

　

ま
た
、「
む
つ
」
騒
動
が
起
こ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
は
原
発
に
関
す
る
反
対
運
動

も
活
性
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。「
む
つ
」
に
反
対
す
る
人
た
ち
の
中
に
は
、
同

じ
原
理
の
原
発
に
も
反
対
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
た
人
も
い
た
。

た
だ
、
結
局
「
む
つ
」
は
佐
世
保
に
入
港
し
、
修
理
を
終
え
て
出
港
し
た
後
、
論
争

は
終
息
す
る
。「
む
つ
」
は
廃
船
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
原
発
が
何
を
引
き
起

こ
し
た
の
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
戦
後
に
お
け
る
核
の
「
軍
事
利
用
」
と
「
平
和

利
用
」、
さ
ら
に
関
連
す
る
地
域
振
興
等
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
佐
世
保
の
騒
動

は
多
面
的
な
論
点
を
提
示
す
る
事
例
と
し
て
現
在
で
も
参
照
に
値
す
る
。

　

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
一
八
号
原
稿
募
集

　

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
の
一
八
号
の

原
稿
を
左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の

他
、
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

○
書　
　

式　

縦
書
き
、
二
九
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○
投
稿
締
切　

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
投
稿
の
場
合
は
二
〇
一
九
年
九

月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か
一
太
郎
）
を
添
付
し
て

投
稿
の
場
合
は
同
年
九
月
三
〇
日
。

○
発
行
経
費　

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、
一
〇

　
　
　
　
　
　

〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○
投
稿
宛
先　

〒
八
八
〇
―
八
五
二
〇　

宮
崎
市
船
塚
一
丁
目
一
―
二

　
　
　
　
　
　

宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
部　

楠
田
剛
士
研
究
室

　

彙 

報

第
五
八
回
原
爆
文
学
研
究
会

○
日
時　

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
（
日
）

○
会
場　

広
島
大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
千
田
校
舎
Ａ
棟
一
階
共
用
講
義
室

○
研
究
発
表

　

放
射
能
汚
染
、
反
核
運
動
、
被
爆
者
―
―
21
世
紀
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
説
『
マ
ラ
ン

グ
・
ゴ
ダ 

ニ
ル
カ
ー
ン
ト 

フ
ア
』
を
巡
っ
て

モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン

　

戦
後
佐
世
保
に
お
け
る
核
の
「
軍
事
利
用
」
と
「
平
和
利
用
」

　
　
　

―
―
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
受
け
入
れ
騒
動
を
中
心
に

　

東
村　

岳
史
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編 

集 

後 

記

　　

新
し
い
元
号
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
本
会
で
は
多
く
の
場
合
、
西
暦
が
用
い
ら

れ
て
き
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
原
爆
や
核
の
問
題
を
、
元
号
が
用

い
ら
れ
る
日
本
の
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
広
く
捉
え
よ
う
と
努
め
て
き
た
こ
と
の
証

し
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
元
号
を
使
う
か
西
暦
を
使
う
か
、
も
ち
ろ
ん
個
人
の
自
由
で

す
が
、
坪
井
秀
人
さ
ん
が
「
僕
が
元
号
を
使
わ
な
い
理
由
」（『
日
文
研
』
60
号
）
で

書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
眼
前
の
風
景
か
ら
消
え
た
日
の
丸
や
君
が
代
、
そ
し
て
元

号
の
内
面
化
が
企
ま
れ
て
い
る
」
の
だ
と
し
た
ら
、
背
筋
が
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
四
月
か
ら
第
三
期
の
世
話
人
と
し
て
新
た
に
加
島
正
浩
さ

ん
、
堀
本
嘉
子
さ
ん
、
柳
瀬
善
治
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　

代
表
世
話
人　

川
口
隆
行

　
　

事
務
局
長　

中
野
和
典

　
　

世

話

人　

岡
村
幸
宣　

加
島
正
浩　

楠
田
剛
士　

坂
口
博　

長
野
秀
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
本
嘉
子　

柳
瀬
善
治　

山
本
昭
宏　

李
文
茹　

野
坂
昭
雄

　

次
回
の
第
五
九
回
原
爆
文
学
研
究
会
は
七
月
二
七
日
（
土
）・
二
八
日
（
日
）
に
、

前
回
と
同
じ
く
広
島
大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
千
田
校
舎
Ａ
棟
一
階
共
用
講
義
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
遠
田
憲
成
さ
ん
、
平
野
裕
次
さ
ん
、
小
林
朋
子
さ
ん
の
研
究

発
表
、
Ｔ
Ｖ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』
の
上
映
会
と
東
琢
磨
さ

ん
、
大
牟
田
聡
さ
ん
、
平
尾
直
政
さ
ん
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
＆
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
、
さ

ら
に
「
原
爆
文
学
」
再
読
の
７
回
目
で
は
青
来
有
一
『
爆
心
』
を
取
り
上
げ
、
楠
田

剛
士
さ
ん
、
畑
中
佳
恵
さ
ん
、
四
條
知
恵
さ
ん
に
問
題
提
起
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
充
実
し
た
二
日
間
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
坂
昭
雄
）

発
行
元　

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

　
　
　
　

〒
八
一
四
―
〇
一
八
〇
福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
九
―
一

　
　
　
　

福
岡
大
学
人
文
学
部
中
野
和
典
研
究
室
内

　
　
　
　

tel　

092-871-6631

（
代
表
）

　
　
　
　

e-m
ail　

nakanok@
fukuoka-u.ac.jp

　
　
　
　

URL　

http://w
w

w.genbunken.net/


